
雨天で延期になった10月26日（月）は好天に への取組は難しいと思いますが、生徒や教職員 制限がある中で、行事に取り組む意義だと考

恵まれ、今年度初めて生徒全員が参加した学校 が共に考えて、安全・安心な｢学び｣を行うこと えています。

行事として第44回体育祭を開催しました。コロ はできると考えています。生徒たちは人とのつ 福南中の皆さん、これからもお互いを認め

ナ禍で時間的にも制約され、演技種目も変更し、ながりの中で人として成長していきます。行事 合う中で、行動し、成長していきましょう。

生徒の応援席もテントや椅子で距離を確保し、 を計画する中では、トラブルもあるでしょう。 期待しています！

感染防止に細心の注意を払いながら実施しまし それを乗り越え、実現していく中で成長するの

た。 です。

しかし、観覧して頂けたのは３年生の保護者 今年の体育祭を見て、「クラス全員でバトン

の方のみで、１・２年生の保護者の方やご来賓、をつなぐ」、「最後まで本気で頑張る」、そして

地域の方には本当に心苦しい思いでいっぱいで 「福南中のみんなは全員で行事を本気で楽しむ

す。ご理解・ご協力に心から感謝申し上げます。ことができる」と感じました。仲間との絆を感

さて、この様な状況の中でも体育祭を行えた じながら、仲間のために、一人一人が力を出し

ことの意義をお伝えしたいと思います。コロナ 切る姿を見ることができました。この体育祭を

禍は当分の間終息は見込めない状況です。新し 行ったことで、クラスの絆が深まったり、本気

い生活様式に沿って、生徒たちは成長し、働く でがんばることの気持ちよさを感じたりするこ

ことになります。新しい生活様式では、何もで とができたのではないかと思っています。この

きないのでしょうか。確かに以前のような行事 体育祭を行うことで成長した姿こそが、様々な

今年度は入場行進はなく、体操のできる間隔

を空けて開会式を行いました。開会式後、朝日

を浴びながら、保健体育委員の太田羽琉君の模 本番ではバトンミスや転倒などもありまし

範演技のもと、ラジオ体操を行いました。胸を たが、最後の最後までどの種目も力を抜くこ

反る角度まで気持ちをそろえて演技しています。となくやりきることができました。その姿勢

私も一緒にしながら、前から生徒の演技を見て には、生徒や保護者の方からも大きな拍手が

いて、とても気持ちよく感じました。 わき上がるほどでした。

【３年生による学年種目 ショート綱引き】 【２年生による学年種目 玉入れ】 【１年生による学年種目 台風の目】

５本の短い綱を３本先に自分の陣地に引き入 クラスを２グループに分け、前半後半で行い 棒を４人でつかみ、コーンを回って、待機

れた方が勝ちです。クラスで、どの綱を何人で ました。玉は籠から４.５ｍ離れたサークルの外 しているクラスのみんなの足下を通して次の

取りに行くのか作戦を立て、さらに相手の人数 から投げ入れます。このちょっとした距離が難 人に棒を渡す演技です。誰が棒の外側を持つ

の配置から相手の作戦を読んで一斉に綱に向か しい。サークルの中に落ちた玉を手際よく投げ のか作戦を練り、クラスのみんなで集中して

います。相手の裏をかいて一人で悠々綱を陣地 る人のところへ戻す人と気持ちを合わせて、投 棒が帰ってくるのを待っていました。どのク

まで持って来る人もいて、興味深い種目でした。げ入れました。５０個以上入れたクラスもあり ラスも、気持ちを一つにしてできていたので、

ました。お見事！ 途中で止まることもなく、素晴らしい演技が

できました。
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【生徒会長 渡部隼人君のあいさつ】

５月15日から遅れること164日、待ちに待

った体育祭が開催となりました。午前中のみと

いう短い時間ではありますが、悔いの残らない

よう自身の力を最大限に発揮し、福南中らしく

体育祭を盛り上げ、思い出深い時間にしていき

ましょう。

危ぶまれていた体育祭を無事開催までご尽力

くださった先生方やその他の皆様、ありがとう

ございました。本日我々、全校生徒の闘魂あふ

れる勇姿をしっかり見届けてく

ださい。

では今年度のスローガン

「煌～Shine In One Team～」

と「With コロナ」のもと、一人

一人が輝き笑顔あふれる体育祭

にしていきましょう。


